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ている。本稿の分析の特徴としては、第 2 章で示した本稿の観点に基づき、DEA によ
る信用コストを明示的にインプットとして採用した分析である点、および、DEA の新
しいモデルである SBM モデルを採用した効率値推計を行っている点である。 























が、この観点からの研究は現状少なく、本稿における分析の特徴の 1 つである。 
重回帰分析の結果から、地元都道府県向け貸出比率、地元都道府県における第二地銀
以下貸出比率が、貸出業務の収益力に有意に高い正の影響を持つことが明らかとなっ
た。この分析結果は、貸出収益強化に向けた地銀の貸出業務戦略に示唆を与えていると
考えられる。 
 
